
東日本大震災の発生前後における遠隔地の地価変動に関する研究 

 

九州大学工学部 学生会員 森田 優太 

 

1．研究の背景 

 2011年 3月 11日に発生した東北地方太平洋沖地

震(東日本大震災)では，東北地方の太平洋沿岸を中

心に巨大な津波が押し寄せ，甚大な被害をもたら

した。内閣府の平成 25年度防災白書によると，震

災後，国土交通省が実施した「国民意識調査」に

おいて，震災後に防災意識が高まったという回答

が多く，未曾有の震災をきっかけに自らの命を守

る等といった国民の防災意識が高まったものと推

測される，とある 1)。 

 ところで，今後発生すると想定されている巨大

地震に，南海トラフ地震がある。政府の中央防災

会議による被害想定では，最大クラスの南海トラ

フ地震が発生すると，静岡県から宮崎県にかけて

の一部では震度 7，それに隣接する周辺の広い地域

では震度 6弱から 6強の強い揺れが想定されてい

るほか，関東から九州にかけての太平洋沿岸の広

い地域に 10mを超える大津波の襲来が想定されて

いる 2)。特に高知県では，黒潮町と土佐清水市にお

いて最大 34mという最も高い津波の到達が予想さ

れているほか，その他の沿岸地域でも 10～30mの

津波が来るとされている。 

 こうした地域では，震災発生前から南海トラフ

地震により被害が生じることが言われてきた。従

前から津波被害に対する意識があった地域におい

て，東日本大震災というイベントはさらなる影響

を与え得るものであったのか，また非浸水想定区

域においてその影響はあるのかについて，地価と

いう指標を用い，その変動に与える影響を明らか

にすることを本研究の目的とする。 

 

2．先行研究について 

 災害による当該地域の地価変動に関する研究と

しては，次のようなものがある。氏原ら(2019)3)

は，2015年 9月の関東・東北豪雨にて被災した茨

城県常総市を対象に，被災前後の地価の変動につ

いて推計し，浸水地域での地価の下落が認められ

たほか，非浸水地域でも間接的に影響を受けてい

る可能性があることを示した。また，野村ら

(2009)4)は，1995年 1月の兵庫県南部地震を対象

に，地震が土地の価格に及ぼす影響を分析し，地

震から 1年目では建物被害が甚大な地域ほど土地

の価格が下落し，2年目では全壊・全焼率が高い地

域で地価の下落が止まり，半壊率が高い地域では

下落が続いたことを示している。 

 また，東日本大震災の発生による非当該地域の

地価変動の分析については，次のようなものがあ

る。炭吉ら(2016)5)は，神奈川県の相模湾沿いにあ

る 7つの市町と宮城県の沿岸部において，津波に

よる被害を対象とした地価影響について分析し，

震災の発生により被災地・遠隔地ともに地価に影

響を与えたことを示した。また，東野ら(2015)6)

は，大分県佐伯市の南海トラフ地震による津波被

害想定地域での震災後の地価変動の分析を行い，

想定浸水深が増加するにつれて平均地価が下落す

ることを示している。 

 

3．研究方法 

 GIS上で地価データと津波浸水予測図を重ね合わ

せ，地価と災害リスクとの関係を分析する。地価

データは「国土数値情報 地価公示データ」を，

浸水予想については高知県が震災後の 2012年 12

月に公表した，最大クラスの地震を想定した津波

浸水予測図を用いる。 
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